
保健 授業指導計画

授業者 高田 莉奈

１ 日 時 令和３年２月１２日（金）５限

２ 実 施 場 所 １５ＨＲ教室（南館１階）

３ Ｈ Ｒ １５ＨＲ

４ 生 徒 観 積極的に発言をしたり主体的に活動をすることに対して苦手意
識を持っている生徒が多いが，授業には真面目に取り組むこと
ができている。心肺蘇生法については中学校で学習している生
徒もいる。

５ 単 元 心肺蘇生法

６ 本時の目標 ①心肺蘇生法の意義と方法を理解し，迅速に救命活動にかかわ
れる資質を育成する。

②心肺蘇生の練習をペアで行うことで，課題を解決する行動力
・コミュニケーション力を身につける。

７ 本時の展開

指 導 事 項 留 意 点

導 入 前回学習した応急手当の手順にある心
(5分) 肺蘇生法について学習することを伝え

る。

展開１ 心肺蘇生法の意義について説明する。 損傷を最小限にすること
(25分) が心肺蘇生法のねらいで

あることを理解させる。
心肺蘇生法の手順を説明する。
・胸骨圧迫
・気道確保と人工呼吸
・AEDの使用
応急手当の手順を見せる。

展開２ 実際に心肺蘇生トレーニングキットを ペアで確認し合いながら
(15分) 使ってペアで胸骨圧迫を行う。 協力して行うよう指示し

ておく。

感想や課題点をあげさせ，全体で共有 バイスタンダー（居合わ
する。 せた人）であることを自

覚させる。

まとめ 心肺蘇生法の手順をまとめ，実施する
(5分) 時には冷静さと迅速な判断が必要であ

ることを伝える。


